
 

 

   

豊川市立東部小学校 

令和４年３月１５日 

２月１８日（金）～２５日（金）にかけて、隣接する２学年の児童が互いの発表を見合う形で学習発表

会を実施しました。合唱を取りやめるなど、発表の一部を変更した学年もありましたが、どの学年も学習

してきたことを力一杯発表する様子が見られました。こうした１つ１つの行事に真剣に取り組む姿の中に

も、１つ上の学年に向けて着実に成長している様子が見られます。 

保護者の皆様には、期間限定で動画を配信させていただきました。映像だけでは発表の様子を十分にご

覧いただくことはできなかったと思いますが、ご家族での会話のきっかけになっていれば、幸いです。 

  

    

                   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～温かな気持ちが伝わる会になりました～

５・６年生だけが体育館に入り、１～４年生のメッセージは動画で伝えまし 

た。６年生は直前に１年からもらった手作りのメダルをつけて入場しました。 

５年生は、会場を飾り付け、６年間の思い出をムービーや寸劇、クイズに 

して振り返る時間をつくりました。５年生がこの日のために、時間をかけ 

て準備を進めてきた様子がよく分かりました。会の途中、涙を見せたり、 

１年生からもらったメダルを何度も見たりする６年生がたくさんおり、在 

校生の温かな気持ちがしっかりと伝わったようです。 

「こま回し」「お手玉」「けん玉」「羽根

つき」「なわとび」「ボールつき」「竹馬」と、練習

してできるようになったことを発表しました。最 

後は「ありがとうの花」を手話で表現しました。 

一人で読むところやみんなで読むと

ころを作り、「群読」をしました。１組は「ふし

ぎ」など３編、２組は「いろんなお月さま」など

２編の詩を、暗唱しました。 

「スプレーマム作り」「消防署学習」

など、今年１年間で学習したことを、コンパクト

にまとめて発表しました。どの台詞にも動作がつ

けられており、元気よく発表していました。 

「ともに生きる」をテーマに、「個性

を認めて理解していくことが大切」「命が疲れたと

いうまで精一杯生きよう」など、みる人の心に響

くメッセージをたくさん発信しました。 

１年間飼育委員として活躍した様子

を「うさぎ当番奮闘記」として発表しました。寸

劇やクイズも交えて、分かりやすく伝えていまし

た。命の大切さを感じる学習になったようです。 

東部小校区で礎を築き、動乱の戦国

時代を生き抜き、その後江戸幕府を支えた牧野一

族の歩みを、劇を交えて発表しました。ふるさと

を好きになる発表になったことでしょう。 


